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1. E 上で定義された関数の列 {fn(z)} がある関数 f(z) に各点収束することの定義を述べよ．

2. E 上で定義された関数の列 {fn(z)} がある関数 f(z) に一様収束することの定義を述べよ．

3. [0, 1] 上で定義された関数 fn(x) = e−nx の f(x) = lim
n→∞

fn(x) を答えよ．また fn(x) は f(x) に
一様収束するかどうか調べよ．

4. D を領域とするとき，D 上で定義された関数の列 {fn(z)} が f(z) に広義一様収束することの
定義を述べよ．

5. 関数項級数
∞∑
n=1

fn(z) が E 上で一様収束することの定義を述べよ．

6. 関数項級数についての「WeierstrassのM-test」を述べよ．

7. M-testを用いて関数項級数
∞∑
n=1

1
n2 + |z| は C で一様収束することを示せ．Hint:

∞∑
n=1

1
n2 < ∞

8. M-testを用いて，関数項級数
∞∑
n=0

zn は任意の 0 < ρ < 1 に対して Uρ(0) = {z : |z| ≤ ρ} で一様

収束することを示せ（つまり U1(0) = {z : |z| < 1} 上広義一様収束している． ）.

9. 8 の結果と定理 6.9を用いて

1
(1− z)2

=
∞∑
n=1

nzn−1 (|z| < 1)

を示せ．

10. (チャレンジ問題) 0 < an < 1, lim
n→∞

an = 1 なる数列 {an} に対し

fn(z) =
z + an
1 + anz

(|z| ≤ 1)

を考える．以下の問に答えよ．

(1) lim
n→∞

fn(−1) を求めよ．

(2) z ̸= −1, |z| ≤ 1 のとき lim
n→∞

fn(z) を求めよ．

(3) f(z) = lim
n→∞

fn(z) とするとき {z ∈ C : |z| ≤ 1} において {fn(z)} は f(z) に一様収束しな
いことを示せ．

(4) 任意の 0 < r < 1 に対して {fn(z)} は f(z) に {z ∈ C : |z| ≤ r} 上一様収束することを
示せ．

11. 一様収束の概念はなかなかわかりにくい点もあります．理解できましたでしょうか．
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